	教育福祉委員会会議録　

	開会日
	平成27年６月８日（月）午前10時00分　　

	閉会日
	平成27年６月８日（月）午前10時40分

	場　所
	長久手市役所西庁舎　２階　第７・８会議室

	出席委員
	委員長　　　岡崎つよし　

副委員長　　　ささせ順子
委　　員　　　上田　大　じんの和子　なかじま和代　林みすず
委員外委員　　田崎あきひさ

	欠席委員
	な　し

	欠　員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　吉田一平　　
教育部長　　　　川本　忠　　　教育部次長　　　加藤　明

教育総務課長　　角谷俊卓　　　課長補佐　　　　山田美代子
行政課長　　　　飯島　淳
計６名

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　　　　　伊藤祐司　　
議会事務局長　野田和裕　　書記　飯田純子

	会議録
	別紙のとおり


別紙
委員長　　　　開会宣言
議案第３８号

教育総務課長　　議案第38号長久手市いじめ問題対策連絡協議会等設置条例の制定について説明
林委員　　　　　学校で重大事態が発生した場合、専門委員に対してどのような対応をするのか。
教育総務課長　　専門委員の過半数が出席し、会議が開催できるように調整を行う予定である。
なかじま委員　　協議会、専門委員会及び調査委員会の委員は何人を想定しているか。
教育総務課長　　協議会は意見の調整等を諮る目的として行い、委員については、学校の職員、児童センター、法務局、警察、保護者、子育て支援課の職員、教育委員会等の７～８名を現在は予定している。
　　　　　　　　専門委員会はいじめ防止についての調査を行い、委員については、教育、法律、医療、心理、福祉等の専門的な知識を有する者５～６名を予定している。

　　　　　　　　調査委員会は、専門委員会とは違う委員として教育、法律、医療、心理、福祉等の専門的な知識を有する５～６名を予定している。

林委員　　　　　今までの長久手市のいじめの実態及び対処はどのようか。
教育総務課長　　学校内でのからかいや悪口等のトラブルはどの学校にも起こりうる。現に起こっている場合は、担任の先生、生徒指導、学校、保護者を交えた話し合いにより解決している。また教育委員会は、その都度報告を受けており、指導・助言をしている。
林委員　　　　　いじめた側の子どものケアはどうか。
教育総務課長　　話し合いの中でケアをしている。
じんの委員　　　協議会は年何回開催されるか。また、いつから開催される予定か。
教育総務課長　　状況にもよるが、年２～３回を予定している。また、早くとも９月頃には協議会を設置していきたいと考えている。
じんの委員　　　第４条の「その他教育委員会が必要と認める者」は、どのような方を想定しているか。
教育総務課長　　教育委員会の中で必要と認める者が出てきた場合委嘱するが、現在は考えていない。
じんの委員　　　協議会は公開されるのか。
教育総務課長　　原則公開と考えている。
じんの委員　　　報酬の額の表中で、協議会の委員の報酬の記載がないのはなぜか。

教育総務課長　　協議会の委員については、報償費として予算計上しているため、条例の中には記載されない。
じんの委員　　　専門委員会委員及び調査委員会委員の報酬を２万円以内とした根拠は何か。

教育総務課長　　専門委員会及び調査委員会ともに、専門的知識を有する者として、医師や弁護士等が委員になることが想定されている。現在の市の非常勤職員の報酬のうち、医師による審査会である介護認定審査会は報酬を２万円としていることから、この事例にならい医師や弁護士について２万円以内とする報酬とした。
林委員　　　　　日進市では、この条例の制定にあたって豊明市、東郷町、長久手市と一体となって進めていくという話があったが、本市においてはどうか。
教育部長　　　　３市１町については、愛知地区の中で意見交換しながらいじめ問題に対応していく。
じんの委員　　　近隣市町のいじめ問題対策関係の条例の制定状況はどのようか。

教育総務課長　　豊明市が協議会と専門委員会について設置する条例を制定している。日進市及び東郷町は未定である。尾張旭市は、本市同様であり、北名古屋市、瀬戸市についても設置済みである。
じんの委員　　　必須で設置しなければならないのは、専門委員会ということであるか。
教育総務課長　　設置しなければならないのは、重大事態が発生した場合に調査する機関である。長久手市の場合は専門委員会であるが、市町によっては別の委員会を立ち上げる場合もあると考える。

質疑及び意見を終了
討論
　　　　　　　　反対討論なし

　　　　　　　　賛成討論なし
議案第38号長久手市いじめ問題対策連絡協議会等設置条例の制定については、全員が賛成。
議案第38号は、原案のとおり可決
意見書案第２号
委員長　　　　　提出者である田崎議員に委員外委員として意見書案第２号の説明を求めることとしてよろしいか。

　　〈異議なし〉

異議なしのため、田崎議員には委員外委員として出席し、議案の説明を求める。
田崎議員　　　　意見書案第２号年金積立金の適正運用の確保を求める意見書の提出について説明
じんの委員　　　ＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）は、昨年１０月に運用方法の見直しをしたとあるが、基本ポートフォリオの変更について具体的に説明していただきたい。

田崎議員　　　　2014年10月末に公表された新基本ポートフォリオによると、国内債券が変更前60％を占めていたものが35％に引き下げられている。他に、国内株式は12％が25％に引き上げ、外国債券は11％が15％に引き上げ、外国株式は12％が25％に引き上げられている。国内債券が大きく引き下げられ、国内株式が引き上げられている状況である。
じんの委員　　　ＧＰＩＦのガバナンス体制について説明していただきたい。
田崎議員　　　　ＧＰＩＦは意思決定が独任制であり、業務に関する権限や責任が理事長に集中している。運用委員についても経済または金融に関して高い識見を持つ者が委員となっている。合議制ではない独任制というあり方に対して、ガバナンス体制を強化してもらいたいという趣旨である。
暫時休憩

午前10時34分休憩

午前10時38分再開
質疑及び意見を終了
討論
反対討論なし

賛成討論
じんの委員　　　ＧＰＩＦが管理運用する厚生年金と国民年金の積立金は合計約１３０兆円になる。積立金を債券や株等に運用して得た収入を年金給付に活用することになっているが、あくまでも年金制度の運営の安定に貢献することがＧＰＩＦの最大の使命であると思う。今回の意見書は被保険者の利益を第一に考えた運用が確実に行えることを求めているため、賛成とする。　
反対討論なし
賛成討論なし

意見書案第２号　年金積立金の適正運用の確保を求める意見書の提出については、賛成多数。
意見書案第２号は、原案のとおり可決
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。

継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査することを委員長が提案する。
異議ないため、継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から議長に申し出ることで全委員了承する。

委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認。

委員長　　　　閉会宣言
午前10時40分終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成27年６月８日
教育福祉委員会委員長　　岡崎つよし
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